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農業集落排水施設の

最適整備構想策定支援システム

最適整備構想策定作業の効率的な実施と
農業集落排水施設のストックマネジメントを推進するため、
施設の性能低下予測や最適整備構想等を自動で作成する
「農業集落排水施設の最適整備構想策定支援システム」
を開発しました。



農業集落排水施設の最適整備構想策定支援システム

計算結果（機能保全コスト）

最適整備構想策定支援システムの概要

農業集落排水施設の最適整備構想策定支援シス
テムは、施設の性能低下の予測に始まり、実施シ
ナリオの作成、機能保全コストの算出から最適整
備構想の策定までを行い、効率的な作業と適切な
構想策定をサポートするものです。

システムの特徴

機能診断調査に基づいた機能診断評価結果を入力
するだけで、最大限自動処理を行い、最適整備構想
策定作業の省力化に貢献します。
システムでは、性能低下予測、実施シナリオ、機

能保全計画等が作成でき、状況に応じて様々な設定
が可能です。

Ⅰ．施設情報の作成

管路等の施設の材質、健全度等を入力しますが、
入力に当たっては、情報管理システムとエクセルと
で相互にデータ編集が可能となってます。

Ⅰ．施設情報の作成

Ⅱ．性能低下予測

Ⅲ．実施シナリオの作成

・機能診断調査結果に基づいて、施設情報入力データシート
に入力し、施設種類ごとに作成します。

・施設、設備の種類ごとに性能低下パターンが作成され、
それぞれに性能低下モデルの設定ができます。

・複数の性能低下予測を作成できます。

管路（自然流下）

中継ポンプ（機械）

劣化曲線（単一劣化曲線モデル）

・グループごとにシナリオ別の経過年数ごとの健全度、
対策時期、対策内容等が表示されます。

・グループごとにシナリオ別の対策実施年、対策名、
対策費用、機能保全コスト等の確認ができます。
（経過グラフも併せて表示）

計算結果（性能低下予測）

最適化前後のコスト比較

【変更前】【変更後】

平準化

およそ3,000万円 およそ8,000万円

Ⅱ．性能低下予測
性能低下予測は、①単一劣化曲線モデル、②耐用

年数型モデル、③マルコフ連鎖モデル、④劣化曲線
型モデルの４種類から選択でき、施設の劣化特性等
に応じて性能低下曲線の作成が自動的にできます。

Ⅲ．実施シナリオの作成
管理健全度、機能保全対策、回復健全度を自由に組
み合わせたシナリオを複数作成し、将来の費用の現在
価値化や残存価値の控除を含めた機能保全コストを自
動計算します。

Ⅳ．最適化（同期化・平準化）

地区別・施設別に策定された機能保全計画に対し、
市町村内の地区間で分散した対策工事の実施時期を
まとめる「同期化」や、市町村の予算を考慮して実
施時期を調整する「平準化」を画面上のグラフ表示
を移動させるだけで調整することが可能です。

Ⅴ．検討結果の出力
農山漁村地域整備交付金実施要綱・要領に基づ

く目次に沿って、最適整備構想をExcelファイルと
して出力できます。また、その根拠資料についても
出力できます。
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１．施設現況調書

　 （１）農業集落排水施設整備状況（平面図を添付すること）

①完了地区、②実施中の地区

（２）施設管理状況及び課題

２．施設機能診断

　 （１）施設機能診断調査

（２）施設機能診断評価

３．対策方法、工事内容

（１）対策工法

（２）機能保全コスト算定

（３）対策時期

４．根拠資料

＜最適整備構想　目次＞

Ⅳ．最適化（同期化・平準化）

Ⅴ．検討結果の出力

・それぞれの対策にカーソルをフォーカスすると、対策名、コスト、調整可能範囲等が表示される
ので、同じ対策での同期化や前倒し・後送り等の平準化を容易に行うことが可能です。

・最適化前後の年度別機能保全コストが比較できます。

・交付金実施要綱・要領の目次に沿ったExcelファイルを出力します。
・最適整備構想に係る検討結果を根拠資料として出力します。
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表 3-2  最適整備構想概要

地区名：○○

管路

施設

汚水

処理

施設
機械・

電気設備

鉄筋コン

クリート

構造物

中継ポンプ

施設

（単位：千円）

現価換算前 現価換算後 現価換算前 現価換算後 現価換算前 現価換算後

2013 22 1.0000

2014 23 0.9615

2015 24 0.9246

2016 25 0.8890

2017 26 0.8548

2018 27 0.8219

2019 28 0.7903 4,946 3,909 3,909

2020 29 0.7599

2021 30 0.7307

2022 31 0.7026

2023 32 0.6756

2024 33 0.6496

2025 34 0.6246 31,949 19,956 17,027

2026 35 0.6006

2027 36 0.5775

2028 37 0.5553

2029 38 0.5339

2030 39 0.5134

2031 40 0.4936 24,396 12,043 9,197

2032 41 0.4746

2033 42 0.4564

2034 43 0.4388 24,396 10,706 7,555

2035 44 0.4220

2036 45 0.4057

2037 46 0.3901

2038 47 0.3751

2039 48 0.3607

2040 49 0.3468

2041 50 0.3335

2042 51 0.3207

2043 52 0.3083

2044 53 0.2965

2045 54 0.2851

2046 55 0.2741

2047 56 0.2636

2048 57 0.2534

2049 58 0.2437

2050 59 0.2343

2051 60 0.2253

2052 61 0.2166

2053 62 0.2083

①

②

①-②

西暦
経過

年数

シナリオⅡ

機能保全
コスト

シナリオⅢ

事業費 機能保全
コスト

割引

係数

シナリオⅠ

事業費 機能保全
コスト

○

19,95614,615 12,043

2,846

9,19717,027

3,151

11,464

2,929

選定シナリオ

機能保全コスト

残存価値

事業費

シナリオⅠ シナリオⅡ シナリオⅢ

事業費

（単位：千円）

現価換算前 現価換算後 現価換算前 現価換算後 現価換算前 現価換算後

2013 22 1.0000

2014 23 0.9615

2015 24 0.9246

2016 25 0.8890

2017 26 0.8548

2018 27 0.8219

2019 28 0.7903 4,946 3,909 3,909

2020 29 0.7599

2021 30 0.7307

2022 31 0.7026

2023 32 0.6756

2024 33 0.6496

2025 34 0.6246 31,949 19,956 17,027

2026 35 0.6006

2027 36 0.5775

2028 37 0.5553

2029 38 0.5339

2030 39 0.5134

2031 40 0.4936 24,396 12,043 9,197

2032 41 0.4746

2033 42 0.4564

2034 43 0.4388 24,396 10,706 7,555

2035 44 0.4220

2036 45 0.4057

2037 46 0.3901

2038 47 0.3751

2039 48 0.3607

2040 49 0.3468

2041 50 0.3335

2042 51 0.3207

2043 52 0.3083

2044 53 0.2965

2045 54 0.2851

2046 55 0.2741

2047 56 0.2636

2048 57 0.2534

2049 58 0.2437

2050 59 0.2343

2051 60 0.2253

2052 61 0.2166

2053 62 0.2083

①

②

①-②

西暦
経過

年数

シナリオⅡ

機能保全

コスト

シナリオⅢ

事業費 機能保全

コスト

割引

係数

シナリオⅠ

事業費 機能保全

コスト

○

19,95614,615 12,043

2,846

9,19717,027

3,151

11,464

2,929

選定シナリオ

機能保全コスト

残存価値

事業費

シナリオⅠ シナリオⅡ シナリオⅢ

事業費

同期化（対策実施時期変更（手動））

マウス操作で対策時期
の調整が可能



最適整備構想策定のための業務支援

事業実施主体、土地改良事業団体連合会において、機能診断結果を基に施設情報入力データシートを施設
種類ごとに作成していただいた後、当センターで入力データを確認し、性能低下予測、実施シナリオの作成、
機能保全コストの算出、対策実施時期の最適化、帳票出力まで最適整備構想策定に係る一連の作業を実施し
ます。また、現地確認等による情報からの考察及び今後10年間における市町村ごとの改築更新等の計画につ
いて検討を行います。
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⑦納品（インストールＣＤ、ライセンス発行等）

集落排水施設に関するお問い合わせは、JARUS若しくはお近くの都道府県水土里ネット（土地連）へお気軽に。

一般社団法人 地域環境資源センター
〒１０５－０００４ 東京都港区新橋５丁目３４番４号

TEL.０３－３４３２－６２８２/６２８４ FAX.０３－３４３２－０７４３

http://www.jarus.or.jp  mail:soudan@jarus.or.jp 2020.4

システムの動作環境要件 業務費用

直接支援

リース支援

既存施設の有効活用や長寿命化を図り、ライフサイクルコストを低減するとともに、更新や維持管理に要する
経費を平準化しうるストックマネジメント手法の導入等、今後の施設整備の将来計画についても、広域的観点で
策定することが必要です。

平成25年度からは「農山漁村地域整備交付金」により、農業集落排水施設の劣化状況等を調べる機能診断調査
及びその結果に基づき施設機能を保全するために必要な対策方法等を定めた最適整備構想の策定を行うことがで
きるようになりました。

当センターでは、最適整備構想策定支援システムを活用した業務支援を実施しています。
業務支援の形態としては、当センターが最適整備構想を作成する方法（直接支援）と、当センターからのシス

テムの貸し出しにより事業実施主体、土地改良事業団体連合会等、その他コンサルタント会社等において作成す
る方法（リース支援）の２とおりの方法があります。

当センターから、有償で本システムをお貸しいたします。本システムを利用して、機能診断調査結果の入力から整
備構想の計画策定、出力を行う事ができます。なお、システムの利用の業務単位は、市町村を１単位として
おります。
（例えば、同一市町村内で複数地区の検討の場合は１業務。２市町村で１地区ずつの検討の場合は２業務。）

・OS      : Microsoft Windows® 7(32/64bit),
8.1(32/64bit),10((32/64bit)

・CPU     : Pentium4  2.4GHz以上
・メモリ : 1GB以上
・空き容量:約100MB以上
・必要ｿﾌﾄ :Microsoft Excel 2007/2010/2013/2016

対象となる市町村数、地区数等により金額は変わります。
１市町村３地区の場合の（例）としては、以下の費用となります。

・直接支援 ： 約260万円＋旅費等諸経費
・リース支援 ： 約65～85万円＋講習会費（必要に応じて）

※正式な見積りは諸条件により変わります。


